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1 .はじめに

Ii' G eosynthetics C onference ' 9 3 .s がパンクーパー(カナダ)で 1993年
3月29日から 4月2日まで開催された。

T echnica1 S essionsは、 WaterfrontC entre H ote1の3会場を利用し、各

テーマごとに24のセッションによって構成され、出席者は総数1，500名以上、発表

論文数は119編であった。しかし、日本からの論文は 2編だけで、いささか淋しい

感じがした。また、研究発表のほかに、 Pre一 Conference S hort C ourses， 

P ane1 D iscussion ， P ost-C onference S hort C ourses，そして Technica1 

Tourなどが行われた。さらに、 Convention C entreのExhibit H allでは、

全世界のジオシンセティック関連の企業より 108ものブースが出展されていた。

2.発表論文の概要

表-1に発表論文の内容を示す。この表より以下のことがわかる。

①論文集の分類によると f2 .補強土構造物J (21%)が最も多く、続いて f7.

廃棄物処理施設のケースヒストリーJ (19%) 、 f8. 埋立て式廃棄物処理施設

の設計J ( 13% )となっている。

しかし、 f 7 . Jと f8 . Jについては、ほぼ同じような内容であるため、実際は廃

棄物処理関連 (32%)が今回の会議のメインであったといえる。

②研究区分によるとケースヒストリー (30%)が最も多く基礎実験、耐久性および

設計法についての発表が比較的少ないように思えた。

③研究対象材料によると、ジオメンプレン(50%程度)が大変多い。次いでジオテ

キスタイルとジオグリッド(両方とも 30%程度)であった。ジオメンプレンが最

も多いことは、廃棄物処理関連の発表が多いととを裏づけている。

表-1発表論文の内容

論文集の分類 研究区分 研究対象材料

1.道路と舗装 7% 

2.補強土構造物 21% 

3. ジオテキスタイル排水材の設計と試験 4% 

4.土とジオシンセティックとの試験 12% 

5.耐久性と長期的試験 13% 

6.新しい試み 1 1 % 

7.廃棄物処理施設のケース・ヒストリー 19% 

8.埋立て式廃棄物処理施設の設計 13% 

1.基礎実験

2.耐久性

3.設計法

7 % I 1.ジオテキスタイル

1 3 % I (Nonwoven and曹町四geotextile)3 0 % 

10% I 2.ジオグリッド (Geogrid) 30% 

4.施工技術 1 1 % 

5 ケース ヒストリー 30%I 3 ジオメンプレン{加IIeIIbrane) 
6.その他 29% 50% 

4.その他 10% 
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6. S hort C ourses 

“S pecial L ecture"は以下の 4つのコースが行われた。

“G eosynthetic L iner S ystems for L andfills" 

“1 ntroduction to G eotextiles" 
“D esigning wi th G eosynthetics" 
“G eosynthetics in C ivil E ngineering P ractice " 

いづれのコースも多くの聴講者であふれていた。特に、 “G eosynthetic L iner 

S ystems for L andfills"は、今回の会議の主涜の課題であったため、最も多く

の聴講者を集めていた。

7. T echnical T our 

この見学会は、ジオシンセティックに関係する現場や研究機関を見学するもので

あった。特に、 UB C (U ni versity of B ri tish C olumbia)では、大型の土中

引故き試験や不織布の透水試験などが実施された。

8. まとめ

会議全体としては、大盛況に終わったという感じである。今回の会議でよく耳に

したキーワードを以下に示す。

①G eosynthetic S ystems 

② E nvironment 

③ L andfill 

①については、ジオシンセティックは、ある材料を単独で適用するのではなく、

他の材料と併用してこそ、その効果を十分に発揮できるという考え方である。

②については、環境(E nvironment)を守るためにジオシンセティックを活用し

ようということである。例えば、 Turf reinforcementや Landlok E rosion 

Matsなどが展示会で目をひいていた。

③については、①，②の意味を十分に包括するキーワードで、 “G eosynthetic 

Systems"が“ Environment"に対して、大いに貢献できる適用工法が

“L andfill" (埋立て式廃棄物処理施設)であるというととである。特に、ジオ

メンプレンが“ Environment L iner"という製品名で取り扱っている展示場が印

象的であった。
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9. おわりに

この種の会議において、最も有意義なととの一つに、人との出会いがある。以下

に印象に残った 3名の人物との出会いについて述べる。

M r.Giroud ジオシンセティック専門のコンサルタントで、 “G eosytbetic 

L iner S ystems for L andfills"の講師であった。昼食も取らないで(但しコー

ヒープレイク 2回)、熱のこもった講演が約 8時間行われた。私自身にとって大変

参考になったのだが、まだその時のノートを整理をしていない。

M r. V oskup ジオシンセティックを製造しているメーカーに勤務され、 1G S 

の理事を勤められている。国際会議などによく出席されておられるので話しかけて

みた。ジオシンセティック製品やその製造過程などの話題になり、 「一度、工場や

研究所などを見学させてほしい。 Jと申し出たら、「いつでも来て下さい。 jと言っ

ておられた。ただし、その場所はオランダにあるとのことであった。

P rof. K oeroer 昨年、高知で行われた土質工学会でマーサーレクチャーの講師

を勤められ、ジオシンセティックに関する多くの本を執筆されている。レセプショ

ンでお会いした時に、著作のIi'D esigning wi th G eosynthetics.!) の話題とな

り、 「私もその本を読まさせていただいて、大へん参考になっている。 Jとお伝え

すると、 「質問があったら、いつでも連絡して下さい。 j という暖かいことばが返

ってきた。

今回、海外での国際会議なので、周りに日本人が少ないせいもあり、下手な英語

でも大胆に外国人に話しかけることができた。赤木先生が「英会話は、体育実技で

ある。 j といつもおっしゃっている。このような機会がある時には、皆さんも大い

に英会話実習を試みてみられては・
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